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 &() !%	(*	+
,
 \のrはそのりなのであるがずっとsになって 	
による
!-%!)をけることになる.///000'1このの2については
でれるかどうか ¡hであるがd`のバルト5のうちのRプロシア5の¢£
¤¥ともO¦は9§する¨であった
プロシアのは	を
らましてとに２つのモ
ノグラフに

まとめたでりのつもりであったがそのもさらに
もけることになったそのあたりのについてはので
ふれることになるがからにかけてはプロシア
の	を える!らいずれバルト"#$さらにはバルト%スラヴ"の
&'に()を*げることを+,に	を-.していた/0に1たる
23ではあるがつねに4にかけつつ56には78と9:;が<なって
も=ればそこそこの>?@Aになった
BにもCれたようにバルト"のDEであるリトアニアおよびラトヴィ
アのFGHは1IほとんどJKLMNでOPにKQに いRめたのはよ
うやくもになってからであるただしつぎにSTするプロ
シアにUVの 	
によるW+XYなZ[\２]はそれぞれ
そのの^くのバルト_の	と`a78とbcの@Aリトアニアの
FGHがKQにdいたeI0のものであるすなわちfプロシアW+X
g１hi

およびfプロシアW+X２i

であるjkKQにはそれぞれ２
lづつあるといってもeIから２lずつをJKしようとmnしたのでは
ないところでWの２]opのqrはあいているがg１h２でsを
tすものであるいずれもuプロシアW+Xvのタイトルをwするが
のg１hにx1するのはプロシアyz{|のすべてをIめてファクシ
ミリでFGしたものである}~DはBにとりあげた 

の
fiやそのでもくからすることがMNであったがQDはlの
られた;にはににすることもCれることもできないHであっ
たこのファクシミリGによってようやく}~のプロシアテキストの
 
  
  !
"#$ % 
$

 !$

&  !
#$ '()$
(*+
,(& (+
-%+;" +
 !.
/
.
gh+-+%なお
.
はBの 

の
g&
$h (.(と`afiとしてもよい
 !.
/
.
++-+%
のをにすることがになったのであるこのが	
およびそれ
のプロシアにとってどれほどきいであったかはを
えるところである

	の はこのファクシミリき
わめてな が!されておりそれ"#$%した&であると'え
る(のだけで)わるつもりであったのか	
*には+,タイトルに
-.２/0に	たる12があるが	*の3には4の-.２/0を56さ
せるような-0の12はないいずれにしても*4には$
"の78テキストをな9とリトアニア:を!け;えてしたこの
.２<によってそれまで=>?の(@の&ABがCDする
78テキストであった のEFGHにIんであるいはそれに
JわるKしい78テキストとしてL=MからNればすでにO@>?Pの
QであるがL	
そしてRSも(TKかつTUの78テキストのVW
がXRした

さてそのYZの[\であるが]ソ^_の
Jにはこの`のQを
4に9BしてaYするというシステムがbcdい5eにfづいて5
g9Bするかさもなくばたとえほんのh*Pの-Ki&0であっても
もはや&としてYZするしかない;えて]ソ^_の
Jにはロシア
 (
 とは'えの２jbは,#どれほどbkのlにmきnっているであろうか.１
/には/hとある.２/には/hのopはない(２q/はこの`のQ
にしてはrなくはないわがkにおいてはさすがにstなuv&wにはxyされている
ためしにz{すると９|ヒットした(}~のxyもh|はあるであろうにおいては
かのhになるであろうがしかし/hの@はおそらくkにxyy(されて
いるものとわれるれさらにはといったがdいので5e
に9
BしないりXなYZがめない"のYZ[もしてのことではなく
oのv&wび}~によるYZもそれぞれにのQYZ[lのルートによるもの
がrなくないであろうあえて"のYZ[をするのものみにえられた
を するためではなくこの¡¢のQのYZ[が,£¤にされるところから
かなり¥け¦れていることを§えるためである
 ¨にもべたようにEFGHc©*にわたって78テ
キストのª«のページ¬mhの12でプロシアの­や®¯のテキスト°でのxS
を2すのが±²であった はモノグラフ³	
  	
´&.j		*(においてµの12とbの
ページ¬m12.２/の78テキストにも12されている(を¶oする1o·を
¸みた¹Nではºc¤にはの78テキストの12すなわちbのページ¬
mhの12(に»,する3¼がましいと½える
のの	
でかれたはのにはめった
にされることはなかったまたののについても
けの がなく!"かしてヨーロッパあたりの#$の
リストにされればあわてて%&して'がよければ(に)るという*
+を,つしかない-するに.も/も01は2して3らないのである
もちろん45に6けば7であれば)(89であろうがそう:;
に<けるわけでもないその=の)(>?も@めてABが"Cにわたっ
てDEFGのHがIえないのはJにもKにも&L)(のMNOさであった
ともかくもCPの の２Qはそれぞれに)(のRSがでは
なかったTU１VWを)(したのは	"Xのうちではあったであろうが
すでにで%&することもできず#リストにもYZたらずしたがっ
て[\に]^を,つしかないと_`していたaはこのファクシミリN
bは2cdZeにfgVのロシアfhのiのjに*+Yつけklにm
nをしておいたo"Rったあるeほぼpeにqなる２rの#リスト
にZsのtがuがっていたのRvwからってもこういうときはx
ずy>に%&しておくべきであるどちらかJ>がヒットする89zが{い
しダブってy>が|たとしてもいわゆるT}~Wとえばよいの
y>とも|たもしばしばじたことでmはこののであ
るに!も#リストにuがってそのつど%&しても)(できない
もしばしばであるつぎにTU２VWにあたる

"のの)(
RSはTU１VWとはくqなるが'にM8な|がなって
こちらもに２Qが(にある"Xに)るころになるとの
fので5のバルトcBと のCでする]^
ができめていた
"のファクシミリの Bである f
とも"¡から(¢のやり£りがまっていたそして

"のTU
２VWはまず BN¤から¥られてきたABの
"のモノ
グラフを¦ったのがだったかどうかP§はM¨かであるがサインととも
 
に６のがっているそれだけであれば	すべき

なのであるが	
の
のからあとのでこちら
はくのヴィリニュスのであったらしいから
	
のじにのサインをれてってきた !がられ
てきた"#はいまだに$%しないままであるがともかくも&いと'()*
が+なって,-として./２01も２23したことになるともあれ
	
からはその も45を6っていただいておりまた7!の
のモノグラフに8する59をヴィリニュスのバルト:;<=
にいち>く?@していただいたりしたにAからのモスクワBC
のDEにFめてヴィリニュスをGれたときHのIJのようにKLされ
て.ようやくMたな1とNをかけられたすでに	

はバルトOのPQをRめSものTUをVえているWであったがXM
のYということでZまで[いてもてなしてくれたことも\かしい)い]で
あるこのヴィリニュスG^の_`もabでcべたい
dプロシア:efのバルトg:hiバルトj:hiのklm
のnop
3もqFのほどはrsの]tにuられていたリトアニアラト
ヴィアvの]tがwxにyzにってこないことに{|の}~はあっ
たがrsにドイツやオランダで]tされたkl5や:5pだ
けでも|なくはなくまたじてなものが{いのでそのでは3w
であったとjえるそれよりかリトアニアやラトヴィアの]tは
にはそれぞれのバルト:で5かれているのでまずは:にj:
をにつけておかねばならなかったしかしラトヴィア:はもちろんリ
トアニア:もいまだになくめるというほどのレヴェルにはしていない
Sをするにもwwにはらないものであるが3をげびをする
wではないのがももらないの であるせめてリ
トアニア:だけでももう|しまともなものにしておきたいと¡Cも
を¢めている
 
リトアニアのは	あたりの
でかれたもので
のはにたすがはであったのなもの
がなかなかにらなかったリトアニアとドイツのはな
もの なものはあるがとのはリトアニアにアクセン
トの!"と#$%の&'()がないという*+にとっては,- な./
があったリトアニア01で23されたができるようになってこの
45はようやく67されたが89も*+にとっては:なのに
;<が=るであろうなお&'>はいちいち?げないが@AのBC

でよいものが23されているまたD0においてもようやくEF&'
が23されたことをGけHえておこう

IJな&'KLとしてはアル
フレッドMセンのNリトアニアハンドブックOP１Qが

RSであろうこ
の&'はTUリトアニア&'にVW&' XYをHえたといえるよう
なZ[でリトアニア1\で23された#]の&'ハンドブックであるセ
ン はフランス^まれであるが_のころアメリカに`aしBに
ペンシルヴァニアでそのb^cのdをeごしたfghiをjく
	
klもそのmnのSoであるがアメリカにおけるバルトp
bのqをrいたoであるsのハンドブックはP１Qが&'であるがtは
P２QがP１Qにuvけてwに23されているP２Qはリトアニア
からTUリトアニアにいたるxUyジャンルyのテキストのアンソロ
ジーとグロッサリーにzてられているP２QがP１Qにu{して23され
た|}はIらかにしないがP１Qの&'6~のにしばしばuに{
されたP２QのテキストにおけるがG(されていたりするEF
&'をえてよりのリトアニア&あるいはよりいxUのリトア
ニアにみむとしてP２Qの 	
と をP１Qの
&'をKしながらじっくりとみこなせばリトアニアにするな
 
 nNニューMエクスプレス リトアニアO
 	
	
 	
!
をすることができようなおロシア	の
からのでい
くとリトアニアについてもでされたアカデミーや
がするであろうとはしていたがやはりそれらをにに
することができたのははるかに のことである
バルト!"はリトアニアラトヴィアおよび#プロシアの$
%&$%および'$%(#)$%*!"が+,となろうが-.で
ヨーロッパにおいては/0123の45からのバルト6の789:
(および;<*の23が=;%に>バルト623?として@わ
れているABあるエンヂェリンスCバルト6の7Dと9:E

とFもGH
あるスタングCバルト623E

がよくられているものであるエン
ヂェリンスの.はIJが

いちKくLできたJM(	

*の&によるとラトヴィアNからのリトアニアJ(

*が(Iへの*OJのベースに
なっているとのことである&$PQでのRJというのもSしいかもれ
ないリトアニアJの.のLはずっと になってからであるがそれよ
りTにラトヴィアNをにすることができたというのはこれはUV
のことであるがロシア)のWXYをZしてエンヂェリンスの[\]
( !*の^１_(*がLってきたラトヴィアの
をにしたF`であるa４_のbcであったがde４_６Pfで
"gにhdしたa_をijよくklしてLできたmにはnoホッとし
たことをpえているqrのラトヴィアNは^４_(^２Pf*にsめ
られている にバルト$のtuであることをつくづくらされたエンヂェ
リンスであるがラトヴィアでかかれたものはにvえなかったものの
ドイツやロシアで)かれた[\にはいにおwxになったたとえば
( *#
 $%!&%
'"
 (		%)

%	*	+,##
 $%!(
*&-	.%/*	.	0
1.
2 1	3
これも４２	に
められているプロシア


２	に
されているスラヴバルト

などはい
でしたまたにはっていないがエンヂェリンスのの
あるラトヴィア !ドイツ"	
	が #$%に&
'されていたので(ながら)*して+,も-.にあるもっともおい
それと/の0つ12ではなかったしいまだにそうであるおそらく3に4
5のままで6わるであろう78までに9:しておくとこのはタイト
ルどおりのラトヴィア !というよりもバルト;の<=の>でのラトヴィ
アの !:?であり@AかつきわめてBCのDEであることだけはFG
いない
スタングの$はH"IJたっていたがK$LをMしてNMにO 
しNMに-した+,はそうでもないがPQはRSのH"2はH"
ITっていてもUOすれば-できるものがVくあったノルウェ
イのH"2もそのWにXれなかったわけであるなおさらにロシアのH"
2さらにはバルト;YのH"2がZも[も-に\]を^うことを_`す
るaである
エンヂェリンスのスラヴバルトにもうbしcれておこうde
がおfgのようにhえているiバルトスラヴjはもちろんklmで
はないがいまひとつnえ]いところがあるひとつのopはqrなこと
でこのテーマはstのeのuvをwえるほどののxyをこなして
なおかつひとつのzfに{して|}とともに~えをHせねばならないこと
からなかなかEにづき]いところがあるひとつのzfとはiバルト
スラヴMjというにも$いたのR;<=
 	
 

４２	に
 はラトヴィアであるがドイツ


	
 	がりよくリプリントH"さ
れていて-できたなお?のプロシアに{するijUのなUはこの$
におけるエンヂェリンスのUにあるようであるただしそのUはなんらニュ
アンスを^うものではなくqにをしたものである
 !	

のqはいまだgにしたことがない	
ののテーマであるこれをとともにめるかか	あるいはその
いずれでもないか
というえもありるは	バルトとスラヴの
にわるものにとっては	けてれないであるエンヂェリンスの
はのにされたかつ な!"である#$	%&	
'(のすべてにわたってバルト)とスラヴ)を*+,-し	./とし
て	0バルト1スラヴ23にしては	いわゆる045/63の78を9
7した
たまたまバルトの:;とスラヴの:;にわっているが	0<=
>3などという2には?はない	というのであれば	それはそれでよい
しかし	0<=>3に@する?もなくてバルトとスラヴのAに
わっていることは	BCDとは<わないが	EにFGとHIのBJである
KなくともL6はこの?をM１にして	スラヴ
ロシアからバルト

Nプロシア	そしてリトアニアにOPしていった
Qしくは	O
PしようとRみたが	STには0UI3にVってしまったまた	このよ
うにも<えるバルトのいずれかにわる6はしばらくWいて	スラヴ
のいずれか	たとえばロシアにXわり	なおかつ	その<のYZや[\
に]Kとも?を^く6であれば	ほとんど_`にスラヴaとバルト
aとのb	cいては0バルト1スラヴ<=>3についてのd/になん
ら?をeせないというようなことは	L6としてはfgをhえるものがある
さほどエネルギッシュでないとしても	<の!"には	どこか	:iに
jkしてlmnoなpqがあり	HIのrsをtれがちなようであるそ
のuvではなかったが	.wにはバルト!"のM１xyは	zを{す
るものとなってしまったその|}をここまで~ってきたわけであるが	
}は	Nプロシアにりつつ	:で	Nプロシアのからのを
るHでもあったしくはのにる


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